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2017年度は第3期中期目標計画期間の2年目，2004年4月の法人化後14回目の決

算となりました。

一般的に運営状況を表す書類である損益計算書においては，最終的に15.8億
円の利益を計上しています。ただし，これは，企業における経済活動の結果生
じたいわゆる利益ではなく，収益として計上した収入と費用の｢差額｣です。
2017年度については，教育・研究において効率的な予算執行に努めたこと，

及び，大学病院において，経営努力の結果，病院収益が伸びたことが要因とな
り発生したものです。

また，財産の状況を表す貸借対象表においては，例年と比較し大きな状況変
化はありません。
資産の部において，大部分を占める土地と建物の多くは，2004年度に国から

現物で出資を受けた資産です。
このうち，減価償却処理の対象である建物については，一般的な減価償却の

処理によることなく，毎年，減価償却費相当額を純資産の資本剰余金を直接減
額する処理を行うこととなっており，2004年度以降の減価償却累計額がマイナ
スで積みあがっています。
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本学が保有する資産について，2017年3月

31日現在の価値を種別ごとに整理していま
す。

このうち，土地と建物の多くは，2004年
度の国立大学法人への移行時に国から承継
した資産です。

機械設備等は，教育や研究，診療に使用
する設備が整理されています。様々な設備
があり，近隣の大学や研究機関等と共同で
利用しているものもあります。

これら有形固定資産のうち，土地を除く
ものについては，時の経過とともに価値を
減ずる処理（減価償却）を行うこととなっ
ており，ここに示している金額については，
その処理をおこなった後の額を表示してい
ます。新たな資産の取得額が減価償却額を
超えない場合には，毎年減少します。

図書についても教育や研究には必要不可
欠な資産であり，図書館により整理管理さ
れています。蔵書数は約35万冊であり，
2014年には8.7万冊の収容が可能な自動書
庫棟もオープンしました。

未収入金の多くは，病院収入のうち，期
末時点で入金になっていない収入金であり，
翌年度以降，順次入金されるものです。

貸借対照表 借方の概況

広島中央サイエンスパーク内の広
島大学イノベーションプラザに理
化学研究所が移転してきました。

霞地区にある研究棟Ｃの改修を行いま
した。外観がリフレッシュされ，内部
も学生の視点を踏まえ改装されました。

決算概要 貸借対照表（要約）

（単位：億円）

科 目 2017年度

資産の部 1,987.7

土地 968.1

建物 552.4

機械備品等 107.7

図書 142.4

建設仮勘定 3.5

現金･預金･有価証券 141.4

未収入金 67.5

棚卸資産 4.8

合　計 1,987.7

※端数処理の関係で表上の計算が一致しない場合があります。
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貸借対照表の貸方は，負債と純資産で構成されており，合計額は借方（資産）の合計額と一致

しています。資産がどのような要素によって構成されているかがわかります。
資産の構成要素で最も大きなシェアを占めているのは政府出資金であり64.7％を占めています。
土地や建物といった資産の多くは，国からの現物出資であり，純資産の政府出資金に整理され

ています。
資本剰余金は，国から現物出資を受けた資産に係る減価償却費が累積していくためマイナスと

なっています。
資産見返負債は，運営費交付金や授業料を財源として取得した資産に対応するものであり，毎

年，減価償却費と同額を収益へ振替える処理を行うことによって損益を均衡させています。

貸借対照表 貸方の概況

本学へご寄附いただいた寄附金は，収益ではなく

負債へ整理することとなっています。
寄附金債務の額は寄附金の未使用残額であり，将

来にわたり計画的に使用することが可能です。

病院の施設整備を目的として，大学改革支援･

学位授与機構から借入を行っています。
病院収入から償還しており，償還が進んだ結

果残高は減少しています。

決算概要 貸借対照表（要約）
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（単位：億円）

2017年度

負債の部 576.5

借入金 195.8

資産見返負債等 236.7

運営費交付金債務 0.2

寄附金債務 58.8

前受金･預り金（受託･科研等） 17.4

未払金 67.6

純資産の部 1,411.3

政府出資金 1,472.2

資本剰余金 ▲ 143.5

前中期繰越積立金 56.3

目的積立金 10.5

当期未処分利益 15.8

合　計 1,987.7

※端数処理の関係で表上の計算が一致しない場合があります。

科   目
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一般的には，｢費用は収益を獲得するために費

やしたもの」と解されますが，国立大学法人に
おいては，収益の獲得が目的ではないことから，
費用については，｢収益の分配結果｣ととらえる
ことが適当です。

最も大きなシェアを占めているのは人件費で
すが，教育･研究･診療といった事業活動を行う
ためには必要不可欠な重要な要素です。

教育研究経費や診療経費は，それぞれの活動
に伴い費やした人件費以外の要素を計上してい
ます。

財務費用は，大学改革支援･学位授与機構から
の借入金に係る支払利息額を表しています。

契約方法や仕様の見直しにより縮減努

力を継続しています。
2017年度は全国的な人手不足の状況が

影響し，対前年度微増となっています。

人件費は費用の項目ではありますが，

本学の活動の基盤を支える最も重要な財
産です。業務改善の取組みを継続し，効
率的な運営を目指しています。

損益計算書 借方の概況

決算概要 損益計算書（要約）
（単位：億円）

科 目 2017年度

経常費用 733.1

教育研究経費 99.7

受託研究･事業費 34.9

診療経費 192.8

人件費 390.0

一般管理費 13.5

財務費用 2.2

臨時損失 0.1

当期総利益（損失） 15.8

合　計 749.0

※端数処理の関係で表上の計算が一致しない場合があります。
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民間企業とは異なり，国立

大学法人においては，運営費
交付金，授業料などの収入は，
いったん負債に計上され，一
定のルールに従って収益へ振
替える取扱いとなっています。

運営費交付金や授業料を財
源として資産を購入した場合
は，対応する額が負債へ残る
こととなり，結果，収入と収
益には差が生じます。

このことから，民間企業的
な観点から全体収益を論ずる
ことはできません。

【経常収益】
附属病院収益の計上方法は

民間とほぼ同様です。
附属病院の経営努力により

毎年増加しています。
その他の収益と附属病院収

益以外については，基本的に
国立大学法人固有の会計処理
が適用されています。
【外部資金収益】

教育や研究,診療に関して
特定の目的をもって受け入れ
る資金が外部資金です。

本学の教育･研究･診療業務
を支える貴重な財源であり，
増加のための取組みを一体と
なって継続しています。

損益計算書 貸方の概況

決算概要 損益計算書（要約）

（単位：億円）

科 目 2017年度

経常収益 747.6

運営費交付金収益 254.4

学生納付金収益 87.0

附属病院収益 292.3

寄附金収益 16.3

受託研究･事業収益 40.5

施設費収益 0.7

補助金収益 18.1

資産見返負債戻入 23.9

その他収益 14.2

臨時利益 1.5

合　計 749.0

※端数処理の関係で表上の計算が一致しない場合があります。
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科学研究費補助金 受託・共同研究等

寄附金 補助金

外部資金受入額の推移
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本学病院では，①全人的医療の実践，②優れた医療人の育成，③新しい医療の探
求という理念を掲げており，医学・歯学・薬学・保健学の統合による新しい医療の
開発と提供，よく理解できる安全な医療の提供，温かい心と倫理観を持つ医療人の
育成，平和につながる国際的医学教育・研究の展開に努めることを基本方針として
います。

平成29事業年度の附属病院収入は292億円となり，前事業年度と比較すると10億円
の増加となりました。広島県だけでなく中四国地方の拠点病院としてこれまで以上
にその機能を十分に活かしていくためにも収入増，経費削減等の取組を推進し，経
営基盤の強化，病院運営の効率化に努めていきます。

大学病院

○「不治」の病から「治る」病態へ
本学病院では，多くのリンパ浮腫患者

を救う目的で，平成29年4月に「国際リ
ンパ浮腫治療センター」を開設しました。

これまで「リンパ浮腫は治らない」と
いう考え方が一般的でしたが，近年では
新たな術式の
報告もあり，
リンパ浮腫は
「治る」病態
へと変化しつ
つあります。



基金

トピック

広島大学では，経済的な理由を抱える
学力優秀者への修学支援や，外国人学
生・日本人学生の留学支援などを目的に
寄附金制度を設立し，各種事業を展開し
ています。法人・個人とも寄附金額に応
じた税制上の優遇措置があります。
また，一定額以上のご寄附をいただい

た方のご厚意に対して，顕彰や記念品を
ご用意しています。

お問い合わせ先：広島大学基金室 TEL：082-424-6132広島大学基金HP：https://www.hiroshima-u.ac.jp/yakudou
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広島大学基金（2007年度創設）

○フェニックス奨学制度・光り輝く奨学制度
経済的理由で進学・修学が困難な学力優秀者に月額10万円を給付する，本学独自の奨学制度です。
2017年度より，学部の3年次・4年次を対象とした「光り輝く奨学制度」も開始されました。

採用奨学生

※2017年度のうち２名は光り輝く奨学制度の奨学生

○STARTプログラム・START＋プログラム
海外経験の少ない学部１年次生を対象に，海外研修に参加する学生の渡航費や滞在費の一部を支援し
ます。2017年度より新たに学部２・３年生を対象としたSTART＋プログラムも開始されました。

○大学院学生のための国際学会発表支援
海外で行われる国際学会で発表する機会を増やすことにより，学生による研究活動を促進します。

未来社会の構築に貢献できる優れた人材を輩出するため，皆さまからのご寄附をお願いします。広島大学基金に係る詳細な
情報は，本学のホームページをご覧いただくか，下記までお問い合わせください。

世界トップ100の総合研究大学を目指し，「平和を希求し，チャレンジする国際的教養人」を育成するた
めに，学生支援事業（フェニックス奨学制度・光り輝く奨学制度・STARTプログラム），研究支援事業
（大学院生のための国際学科発表支援）を実施しています。

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

178人 138人 177人 214人 206人 216人 251人

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

44人 83人 120人 144人 208人 212人 272人 271人

2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度（※）

3人 0人 6人 10人 12人 11人 10人 9人 6人 11人

派遣学生数

※平成２９年度のうち２６人はSTART+プログラムの派遣学生

派遣学生数

広島大学基金

フェニックス奨学制度＜奨学生の声＞

私は，経済的に大学進学は厳しい状況でした。しかし，
子どもの頃からの薬剤師になるという夢を捨てることは
できず，広島大学にはフェニックス奨学制度があること
を知り，受験を決めました。無事に入学することができ，
この制度でいただいた奨学金を利用して，これまでの２
年間を勉学や部活動などと充実した学生生活を送ること
ができました。３年生になり，勉強も難しく，毎日が大
変ですが，多くの寄付者に対する感謝の気持ちを忘れず
に，奨学生としての自覚を持って勉学に励んでいきたい
と思います。

（薬学部３年）

STARTプログラム ＜派遣学生の声＞

私は大学生のうちに一度は留学したいと以前から思っ
ていましたが経済的な事情により普通の留学プログラム
への参加は難しいと感じていました。しかし広島大学基
金の補助により経済的負担が大きく軽減されている
START プログラムであれば私にも参加が可能であると感
じ，このプログラムに参加しました。渡航先では初めて
の経験ばかりで，すべてが新鮮でした。海外へ行かなけ
ればわからないことをたくさん学ぶことができたと思い
ます。皆様の寄付のおかげで本当にいい経験ができまし
た。この経験を活かし残りの大学生活を有意義に過ごし
ていきたいと思います。本当にありがとうございました。

（教育学部１年）

広島大学が躍動し広島の地を活性化させる基金
（広島大学７５＋７５周年に向けて）

がスタートしました

白島学校創設以来，75年の前史を経て開学した広島大学は，
2024年，創立75周年の節目を迎えます。このたび「広島大学
が躍動し広島の地を活性化させる基金」を設立し，広島の地
にイノベーションを創出させるための事業経費に充てていく
ための寄附募集を行うことにいたしました。従来の学生支援
事業や国際交流事業に加えて社会貢献事業，教育研究環境整
備事業，研究支援事業も充実していきます。



基金

トピック
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トピックス
文理融合の新学部・新学科が2018年4月にスタートしました！

世界に羽ばたく。教養の力 ～世界で活躍するリーダーに学ぶ～
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トピックス
広島大学から世界へ ～世界のトップ研究者に聞く～

防災・減災研究センター設立

基金

（報告会の様子）

～設立経緯～

平成 30 年 7 月豪雨災害は、広島県を中
心に中国地方に甚大な被害をもたらしまし
た。この災害は土石流、斜面・山腹崩壊な
どによる土砂災害と洪水および内水氾濫が
複合的に 発生し、広範囲にわたって被害を
もたらした「相乗型豪雨災害」であり、こ
れまでの豪雨災害の 防災・減災システムの
弱点・限界を浮き彫りにしました。
本学では発災直後の平成30年 7 月 11 日

に、記録的豪雨による被災状況の調査・分
析と復興まちづくりの提言等を行い、自治
体の災害対応や地域の復興促進へ貢献する
ことを目的として、広島大学平成 3 0 年 7 
月豪雨災害調査団を結成しました。
今後、さらに本学が実践的に社会貢献し

ていくためには相乗型豪雨災害を中心テー
マとした世界レベルの研究拠点の構築が重
要であると考え，恒常的な組織として、本
センターを立ち上げました。
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【流動比率】
一年以内に償還又は支払

うべき債務（流動負債）に
対して，一年以内に現金化
が可能な流動資産がどの程
度確保されているかを示し
ます。

【自己資本比率】
総資産に対する自己資本

（純資産）の比率のことで，
資本構成により健全性を判
断する指標です。

【附属病院収入対長期借入
金返済比率】

附属病院収入に対する長
期借入金返済の比率であり，
当該国立大学附属病院の健
全性を判断する一指標とな
ります。

評 価 ↑・・・全国平均，Aグループより良い
↓・・・全国平均，Aグループより悪い

国立大学法人の活動状況を多面的に把握する

ための参考情報の一つであり，財務の健全性・
効率性及び活動性等の観点から分析を行ったも
のです。

なお，本項目におけるAグループとは，学生収
容定員１万人以上，学部等数概ね１０学部以上
の国立大学法人を指します。広島大学はAグルー
プです。

指 標 △・・・高い値が良い
▼・・・低い値が良い

財務比率

単位（％）

分類 分析項目 算式 指標 評価 全国平均 評価 Aグループ 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

流動資産

流動負債

自己資本

（負債＋自己資本）

長期借入金返済＋大学改革支援・

学位授与機構納付金

附属病院収入

71.070.569.568.468.1

4.1 4.5 4.6

133.6104.3118.2111.8111.3

財務の
 健全性・
安定性

↑6.7 6.7 4.6 4.4

自己資本比率

附属病院収入
対長期借入金

返済比率
▼ ↑

70.1↑69.8↑△

118.1流動比率 △ ↑ 115.5 ↑



単位（％）

分類 分析項目 算式 指標 評価 全国平均 評価 Aグループ 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

教育経費

業務費

研究経費

業務費
6.7 8.6 7.9 6.4 6.5

5.8△ ↑ 5.7 ↑ 5.0

業務費対
研究経費比率

業務費対
教育経費比率

活動性

△ ↓ ↓8.3 11.4

8.5 6.2 6.4 6.1

【業務費対教育経費比率】
業務費に対する教育経費

の比率であり，当該国立大
学法人等における教育の比
重を判断する一指標です。
この比率が高いほど教育活
動に使用される経費割合が
高く，教育環境向上に対す
る高い姿勢を示しています。

【業務費対研究経費比率】
業務費に対する研究経費

の比率であり，当該国立大
学法人等における研究の比
重を判断する一指標です。
この比率が高いほど研究活
動に使用される経費割合が
高く，研究環境向上の必要
性と課題を示しています。

財務比率

【人件費比率】
人件費が法人の業務費に

占める割合を示す指標で，
人件費抑制により効率的な
資源運用がされているかを
示すものです。比率が低い
ほど教育研究活動に対する
財源が確保されていること
を示し，より望ましいとさ
れています。

【一般管理費比率】
業務費に対する一般管理

費の比率であり，国立大学
法人等が管理運営を行う際
の効率性及び管理運営等に
要する財源が確保されてい
るかを判断する一指標とな
ります。
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単位（％）

分類 分析項目 算式 指標 評価 全国平均 評価 Aグループ 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

人件費

業務費

一般管理費

業務費
1.92.7 3.5 2.4 2.0 1.8

効率性

一般管理費比率 ▼ ↑ ↑2.8

53.7 54.9 54.4↓ 50.8 ↓ 47.7 52.0人件費比率 ▼ 53.5



単位（％）

分類 分析項目 算式 指標 評価 全国平均 評価 Aグループ 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

診療経費

附属病院収益
65.1 70.7 70.5 66.6 66.9 66.0

収益性
(附属病院)

診療経費比率 ▼ ↓ 65.4 ↓

単位（％）

分類 分析項目 算式 指標 評価 全国平均 評価 Aグループ 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

経常利益

経常収益
収益性 経常利益比率 △ ↑ 1.6 ↑ 1.3 △ 0.5 △ 1.0 △ 0.2 1.2 1.9

単位（％）

分類 分析項目 算式 指標 評価 全国平均 評価 Aグループ 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

受託研究等収益＋受託事業等収益＋

寄附金収益

経常収益

7.4 7.5 7.6発展性 外部資金比率 △ ↓ 11.0 ↓ 15.7 5.9 6.7

財務比率

【外部資金比率】
経常収益に対する外部か

ら獲得した資金の比率であ
り，当該国立大学法人等の
外部資金等による活動の状
況及び収益性を判断する一
指標となります。

【経常利益比率】
経常収益に対する経常利

益の比率であり，当該国立
大学法人等の事業の収益性
を判断する一指標となりま
す。

財務比率
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【診療経費比率】
附属病院収益に対する診

療経費の比率であり，当該
国立大学附属病院の収益性
を判断する一指標となりま
す。

ただし，診療経費には人
件費は含まれていません。
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Ⅰ.国立大学法人の収入 Ⅱ.国立大学法人と民間企業の違い

区 分 活動の目的 利益の獲得

民間企業
ステークホルダーの
利益最大化，企業価
値最大化

目的とする

公的性格を有する教
育・研究・診療等の
実施

目的としない国立大学
大学特有
のしくみ

国立大学法人は，公共的な性格を有し，利益の獲得を

目的とせず，独立採算性を前提としない等の独立行政法
人の特性に加え，主たる業務内容が教育・研究・診療で
ある等の特性があります。

そのため，通常の業務運営を行った場合，基本的には
利益は生じず，損益が均衡するしくみとなっています。

Ⅲ.国立大学法人会計特有のしくみ

運営費交付金や授業料を受領したときは，債務として負債に計上し，行うべき業務を実施すると，その相当

額を収益化の基準に従って収益化するしくみとなっています。
また，一般的に固定資産を運営費交付金などで取得した場合，取得原価相当額を資産見返負債として計上す

ることで，収益計上をいったん留保します。その後，留保された金額から減価償却費相当額を毎年収益に振替
えていきます。
このように，国立大学法人は，通常の業務を行えば損益均衡するように制度設計されています。

●損益均衡を前提とした会計処理

取得時点

費用
0

機械
30

収益
0

資産見返負債

30

減価償却費の発生

減価償却費に
あわせて収益に振替

1年目

収益
10

減価償却費
10

損益0

収益
10

費用
10

2年目

減価償却費
10

収益
10

損益0

収益
10

費用
10

3年目

減価償却費
10

収益
10

損益0

収益
10

費用
10

国立大学法人

病院収入
雑収入 等

授業料
寄附金 等

運営費交付金
施設整備費 等

国

学生
企業等

患者等

外部からの負託

自己収益の獲得

損益均衡

損益均衡の対象外

国立大学法人は，学生からの授業料等の納付金や病院

収入等の自己収入，国からの運営費交付金等で運営され
ています。これらの収入は，収入源の性質に応じて会計
処理が行われます。

【ポイント】
機械を取得した時点では収益
計上はされません。減価償却
費相当額を毎年振替ることで
収益計上されます。

国立大学法人の会計制度は，企業会計方式を基本としますが，国立大学の特殊

性を考慮し，いくつかの点で，企業会計には見られない独特の会計処理を取り入れ
たものとなっています。

より多くの皆様に本学の財政状態や運営状況を知っていただくために，国立大学
法人会計の特有なしくみについて，簡潔に説明いたします。

国立大学法人会計のしくみ



Ⅳ.収益の認識

●受領時に負債計上した後，収益を認識するもの（【例】運営費交付金，授業料，施設整備費等）

運営費交付金や授業料等は，外部から負託された財源を使用して教育研究等の業務が実施された後に収益を

計上します。この負債の計上は，資金の受領により国立大学法人は当期における教育研究を行う義務を負うと
の考え方によるもので，教育研究等の実施によりその義務が履行され，収益として認識されることとなります。

収益化イメージ

収益化の基準

基準 収益認識の考え方 会計処理

期間進行基準 時の経過に伴い業務が実施されたとみなし収益化します

【対象財源】
運営費交付金（原則）
授業料

運営費交付金や授業料により実施される教育研究業務は，その進捗
度合が測りがたいことから，一定の期間の経過を業務の進行とみな
し，予定された年間の事業が行われたことをもって収益化します。

業務達成基準 業務の達成度に応じて収益化します

【対象財源】
運営費交付金
（プロジェクト事業等）

運営費交付金の収益化は期間進行基準が原則ですが，プロジェクト
事業など，一定の業務と運営費交付金との対応が明らかで，達成度
の測定が可能なものはこの基準により収益化されます。

費用進行基準 業務のための費用発生をもって業務実施とみなし収益化します

【対象財源】
運営費交付金（退職手当等
の特定の支払いのために措
置されたもの），寄附金，
受託研究費，施設整備費

退職手当等，特定の支払いのため交付される運営費交付金はこの基
準により収益化されます。また，特定の使途のために寄附された寄
附金等，各種外部資金にもこの基準が適用されます。費用と収益が
同額となるため，この基準による収益化による利益は発生しません。

費用を削減すれば利益が発生
計画通り100の費用で実施すれば損益均衡

○○費
50 運営費交付金

収益
100

損益計算書

利益
50

達成度80％の場合

○○費
50

運営費交付金
収益
80

損益計算書

利益30

成果に対し費用を削減すれば利益が発生

○○費
50

運営費交付金収益

50

損益計算書

この基準では利益は発生しません

損益計算書

運営費交付金の受領だけでは
収益として認識されません

現金
100

運営費交付金債務
100

貸借対照表

国立大学法人が業務実
施の義務を負ったこと
を表します

現金
40

運営費交付金債務

貸借対照表

業務未実施分

業務未実施分は，負債と
して繰り越し，業務実施
年度の費用見合いの収益
となります

○○費
60

運営費交付金収益

損益計算書

業務実施分

Q.それでは，どのように業務の実施を
判断し，収益として認識する額を決
定するのでしょうか？

→A.収益化には3つの基準があります

事業実施前
（受領時）

事業年度内

事業実施後

60のコストをかけて業務実施

●民間企業と同様に発生時に収益を認識するもの（【例】病院収入，その他自己収入等）

附属病院収益は，診療行為を行った際に収益を認識します。これは民間企業と同様の会計処理で，その他の

自己収入等についても同様の処理となります。

現金20 利益20

貸借対照表

利益20

診療経費
80 病院収益

100

損益計算書
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Ⅴ.資金の裏づけのない帳簿上の利益

病院収入などは対価を伴う業務による収入であることから，民間企業と同様の会計処理となります。国立大

学法人特有の損益均衡の会計処理は行われず，診療等の実施による収益はそのまま各年度の収益となります。
そのため，病院収入等により資産を取得した場合には，支出年度と費用計上年度が異なるため，以下のように
資金の裏づけのない帳簿上の利益や損失が発生します。
このように，国立大学法人の利益には，運営努力の結果生じる資金の裏づけのある利益と，会計処理のしく

み上発生する資金の裏づけのない帳簿上の利益があります。16

減価償却費に対応する収益を期間毎に計上するという処理は行いません。以下は，獲得した病院収益を資産

取得に充当した場合のイメージです。初年度に利益が発生していますが，資産取得時に支出しているため現金
の残余はなく，利益は資金の裏づけのない帳簿上の利益となります。また，2年目以降の損失も同様に資金の裏
づけのない帳簿上の損失となります。

附属病院の借入金は，病院収入により返済するため，病院収益の一部が毎年借入金の返済に充てられます。

他方，建物等の固定資産を取得した場合，毎年減価償却費が発生することとなります。この場合，借入金の
返済期間と借入金により建設した建物等の減価償却費の発生する期間が異なることから，損益の金額が期間に
よっても異なってきます。これらもまた，資金の裏づけのない帳簿上の数値となります。

●資産の取得に充てられた病院収入と減価償却費の差から生じる利益・損失

●借入金の償還期間と減価償却期間の差から生じる利益・損失

区分 1～20年 21～50年 累計

返済に充てら
れる収益
（病院収益）

毎年2億円
毎年0円

（20年で返済終
了）

40億円

費用
（減価償却費）

毎年1億円 毎年1億円 40億円

損益 毎年1億円 毎年▲1億円 ±0円

資金の裏づけ
のない利益

資金の裏づけ
のない損失

取得時点 1～20年 21～50年

建物
40億

借入金

40億

収益
2億

減価
償却費

1億

減価
償却費

1億

償却・返済
開始

損益
±0円

損益
＋1億円

損益
▲1億円

機械
300

現金
△300

収益
300

取
得

取得時点

収益
300利益

200

費用
100

減価償却費
▲100

減価償却費
▲100

減価償却費
▲100

3年目1年目 2年目 使用期間累計

収益
300

費用
300

使用期間にわたり各年度の費用として配分
（減価償却費は現金支出を伴わない費用です）

支出
300

収入
300

支出
300

収入
300

資金収支
なし

資金収支
なし

減価償却

損失
100

収益
0

費用
100

損失
100

収益
0

費用
100

支出
300

収入
300

（参考）収入支出

損益計算書 損益計算書 損益計算書

【例】300の病院収入で機械備品を購入，3年間使用した場合（他の収益は簡略化のため省略）

資金残高はないが
利益発生

資金流出はないが
損失発生

損益，収支ともに
均衡

資金流出はないが
損失発生

【例】40億円を借入，病棟を建設した場合
償却期間：20年 年2億円（均等返済）
減価償却：40年 年1億円（毎年定額）

（左記のイメージ）

国立大学法人会計のしくみ



国立大学法人は，民間企業と異なり株主のような営利目的の資本主が存在しないため，利益を配当等とし

て外部に分配することはありません。また，国立大学法人の利益には，大別して「運営努力で発生した利
益」と「現金の裏づけのない帳簿上の利益」の2つがあります。「運営努力で発生した利益」とは，業務の効
率化による費用の削減や積極的な自己収入増加を図ったことにより発生した利益です。
この利益については，大学の運営努力によるものとして文部科学大臣に剰余金の使途の申請を行い，「経

営努力認定」を受けた利益は，次年度以降の教育・研究・診療を充実させるために，中期計画の剰余金使途
に従って使用することができます。この「経営努力認定」については，大学が運営努力の成果であると根拠
を示した利益について，まず国立大学法人評価委員会の意見を聞き，財務大臣との協議のうえで文部科学大
臣が認定を行うという制度になっています。「現金の裏づけのない帳簿上の利益」とは，収益の発生年度が
費用の発生年度より先行することにより生じる利益であり，次年度以降に発生する損失と相殺されることと
なります。

Ⅵ.国立大学法人の利益

当期未処分利益

運営努力により生じた利益
(現金の裏づけのある利益)

目的積立金

現金の裏づけのない
帳簿上の利益

積立金
現金の裏づけのない帳簿上の利益で，次年度以降の会計上の損
失と相殺

「経営努力認定」を受けた利益で，次年度以降に中期計画で定
めた剰余金の使途に従って教育・研究・診療を充実させるため
に使用

2018年版／2017事業年度（平成29年4月1日～平成30年3月31日）
広島大学財務報告書 Financial Report 2018
発行／国立大学法人広島大学
〒739-8511
広島県東広島市鏡山１－3－2
TEL：082-424-4626
E-mail：kyoutu-keiri-zaimu@office.hiroshima-u.ac.jp

17

国立大学法人会計のしくみ


